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１　
「
政
府
の
退
出
」

中
国
経
済
の
発
展
の
大
き
な
秘
密
は
、
政
府
が
経
済
関
与
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
そ
れ
を
「
政
府
の
退
出
」
と
し
て
説
明
し
て
き
た
。

中
国
で
は
、
計
画
経
済
時
代
に
資
源
配
分
に
関
す
る
意
思
決
定
を
政
府
が
行
な
っ
て
い
た
。
家
計
（
農

民
や
都
市
住
民
）
に
は
自
分
が
ど
の
土
地
で
何
を
耕
そ
う
か
、
ど
こ
の
企
業
で
働
こ
う
か
、
と
い
っ
た
意

思
決
定
が
で
き
な
か
っ
た
。
企
業
も
国
有
企
業
で
あ
っ
た
た
め
に
、
政
府
か
ら
決
め
ら
れ
る
計
画
を
実
行

す
る
だ
け
の
「
工
場
」
に
過
ぎ
ず
、
ど
れ
だ
け
の
人
を
雇
用
し
、
ど
の
よ
う
な
設
備
を
購
入
し
て
、
何
を

ど
れ
だ
け
生
産
し
よ
う
か
と
い
っ
た
生
産
に
関
す
る
意
思
決
定
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
資
源
配
分
に
関

す
る
意
思
決
定
権
は
中
国
政
府
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

政
府
に
よ
る
意
思
決
定
は
、
家
計
と
企
業
の
経
済
活
動
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
奪
っ
た
。
農
民

は
人
民
公
社
で
た
ら
ふ
く
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
触
れ
込
み
の
も
と
で
集
団
化
さ
れ
、
そ
し
て
働
く
意
欲
を

失
っ
て
い
っ
た
。
企
業
経
営
者
は
工
場
長
と
し
て
、
政
府
の
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
、
市
場

開
拓
や
生
産
費
用
を
抑
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
起
き
な
か
っ
た
。
政
府
の
意
思
決
定
は
人
々
の
や
る
気

を
失
わ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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経
済
成
長
を
企
業
家
の
技
術
革
新
に
求
め
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
か
ら
考
え
る
と
、
計
画
経
済
が

経
済
成
長
を
も
た
ら
さ
な
い
の
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
。
農
民
が
農
業
で
創
意
工
夫
を
行
わ
な
い
、
工
場
長

（
企
業
経
営
者
）
が
技
術
革
新
の
た
め
の
努
力
を
行
な
わ
な
い
、
売
上
を
拡
大
す
る
た
め
に
販
路
を
開
拓

す
る
、
利
潤
を
増
や
す
た
め
に
生
産
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
、
と
い
っ
た
創
意
工
夫
が
行
わ
れ
な
い
経
済
は

早
晩
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
「
大
き
い
釜
の
飯
を
食
う
（
大
鍋
飯
）」
現
象
だ
。

こ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
一
九
七
八
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
一
期
三
中
全
会
で
の
改

革
開
放
の
決
定
で
あ
る
。
鄧
小
平
は
政
府
が
も
っ
て
い
た
意
思
決
定
権
を
農
民
や
企
業
に
戻
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
が
「
政
府
の
退
出
」
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

ま
た
農
民
側
に
も
意
思
決
定
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
七
八
年
一
一
月
の

安
徽
省
鳳
陽
県
小
崗
村
で
始
ま
っ
た
請
負
制
で
あ
る
。
計
画
分
以
上
を
達
成
し
た
農
作
物
は
市
場
で
売
っ

て
も
よ
い
と
い
う
請
負
制
は
農
民
の
や
る
気
を
引
き
出
し
た
。
こ
の
請
負
制
は
一
九
八
四
年
に
は
国
有
企

業
に
も
広
が
り
、
生
産
請
負
制
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
家
計
や
企
業
は
資
源
配
分
に
関
す
る
意
思
決
定

を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。

結
果
は
、
農
作
物
の
増
産
、
企
業
生
産
の
改
善
で
あ
っ
た
。
意
思
決
定
を
政
府
か
ら
家
計
や
企
業
に
戻
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す
、
こ
の
「
政
府
の
退
出
」
が
中
国
経
済
発
展
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２　
発
展
、
移
行
、
開
放

「
政
府
の
退
出
」
は
中
国
の
改
革
開
放
で
最
も
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
計
画
経
済
で
は
政
府
が
資
源

配
分
を
行
っ
て
い
た
が
、
改
革
開
放
路
線
の
採
用
と
と
も
に
、
政
府
が
関
与
す
る
部
分
が
減
り
、
民
間
に

よ
る
自
由
な
取
引
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。経

済
発
展
に
は
長
期
的
な
労
働
と
資
本
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
計
画
経
済
に
お
い
て
は
、
政

府
が
強
制
的
に
蓄
積
を
行
い
、
そ
れ
を
重
工
業
に
投
資
す
る
と
い
う
形
で
重
工
業
化
が
実
施
さ
れ
た
。
人

民
公
社
を
通
じ
て
農
村
で
余
剰
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
国
有
企
業
に
受
け
渡
す
こ
と
で
国
有
企
業
の
投
資

資
金
と
し
て
使
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
政
府
に
よ
る
強
蓄
積
と
重
工
業
化
が
も
た
ら
し
た
帰
結
は
農
村
の

疲
弊
と
資
本
の
無
駄
遣
い
で
あ
っ
た
。
経
済
効
率
を
考
慮
し
な
い
投
資
は
生
産
を
生
み
出
さ
な
い
余
剰
設

備
と
し
て
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
内
の
蓄
積
が
行
え
な
い
と
す
る
と
、
資
本
を
外
に
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
が
経
済
特
区
の
設
置



227

第８章　市場経済化と政府の攻防

で
あ
り
、
沿
海
開
放
都
市
に
外
国
資
本
の
投
資
を
認
め
る
と
い
う
開
放
政
策
で
あ
っ
た
。
最
初
は
外
国
資

本
と
中
国
資
本
と
の
合
弁
会
社
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
海
外
独
資
一
〇
〇
％
も

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
国
内
の
資
本
不
足
を
補
う
の
が
余
剰
労
働
力
で
あ
っ
た
。
農
村
に
過
剰
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
労
働

力
を
利
用
し
て
、
人
民
公
社
時
代
の
社
隊
企
業
が
郷
鎮
企
業
と
し
て
、
食
品
加
工
、
繊
維
紡
績
な
ど
の
労

働
集
約
型
産
業
に
比
較
優
位
を
持
ち
始
め
た
。

こ
れ
ら
の
外
国
資
本
と
郷
鎮
企
業
は
計
画
外
に
お
か
れ
て
お
り
、
原
材
料
調
達
を
自
分
で
行
い
、
製
品

も
自
ら
が
販
売
市
場
を
見
つ
け
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
よ
う
努
力
す
る
。
つ
ま
り
外
資
や
郷
鎮
企
業
は
政

府
の
関
与
が
少
な
く
、
市
場
で
の
競
争
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
営
が
効
率
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

国
有
企
業
も
計
画
外
で
あ
る
外
資
や
郷
鎮
企
業
か
ら
競
争
圧
力
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
四
年

か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
有
企
業
の
生
産
請
負
制
は
国
有
企
業
の
経
営
者
（
当
時
は

工
場
長
）
と
労
働
者
の
積
極
性
を
引
き
出
し
た
。
計
画
分
を
政
府
か
ら
請
け
負
っ
た
以
上
の
生
産
は
計
画

外
、
つ
ま
り
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
者
は
自
分
の
判
断
で
生
産
に
関
す
る
意
思
決
定
が

可
能
と
な
り
、
政
府
か
ら
の
関
与
は
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
一
九
八
〇
年
代
の
改
革
開
放
は
試
行
錯
誤
的
段
階
に
あ
っ
た
。「
市
場
経
済
」
と
い
う
言
葉
は

用
い
ら
れ
ず
、「
商
品
経
済
」
と
い
う
言
葉
で
代
用
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
政
府
が
商
品
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
い
う
意
思
が
ま
だ
強
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
関
与
を
減
少
さ
せ
、
市
場
に
任
せ
る
と
い
う
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
の
が
、
一
九
九
二
年

の
第
一
四
回
党
大
会
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で
、
中
国
が
目
指
す
経
済
改
革
の
目
標
は
「
社
会
主
義
市
場
経

済
で
あ
る
」
こ
と
が
う
た
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
は
政
府
の
関
与
を
減
少
さ
せ
、
本
格
的
な
市
場

経
済
化
を
目
指
し
て
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
三
年
か
ら
の
江
沢
民
体
制
の
も
と
で

は
、
国
有
企
業
改
革
、
と
く
に
公
有
制
か
ら
破
産
も
含
め
て
民
営
化
が
実
施
さ
れ
た
。
地
方
政
府
の
関
与

も
強
か
っ
た
郷
鎮
企
業
に
お
い
て
も
集
団
所
有
制
か
ら
同
じ
く
株
式
化
や
民
営
化
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
九
〇
年
代
の
所
有
制
改
革
に
よ
り
、
一
部
産
業
に
お
け
る
国
有
企
業
を
除
い
て
、
大
部
分
の
産
業
で

民
営
企
業
が
競
争
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
市
場
経
済
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

対
外
開
放
の
面
で
も
政
府
の
退
出
は
大
き
く
進
ん
だ
。
一
九
九
二
年
以
降
、
外
国
人
の
立
ち
入
り
禁
止

区
域
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
中
国
全
土
で
外
国
資
本
の
投
資
が
可
能
と
な
っ
た
。
外
国
貿
易
を
管
理
し
て
い

た
貿
易
権
と
い
う
許
認
可
も
多
く
の
企
業
に
与
え
ら
れ
外
国
貿
易
が
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貿

易
決
済
に
と
も
な
う
外
国
為
替
取
引
に
お
い
て
も
市
場
圧
力
に
よ
っ
て
徐
々
に
人
民
元
が
切
り
上
げ
ら
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
。

金
融
シ
ス
テ
ム
で
は
中
国
人
民
銀
行
を
中
央
銀
行
と
し
て
国
有
商
業
銀
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
制

が
で
き
あ
が
っ
た
。
分
税
制
に
よ
り
中
央
財
政
の
基
盤
が
強
力
に
な
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
金
融
財
政
政

策
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
を
通
じ
て
中
国
は
政
府
が
退
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
発
展
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
政
府
退
出
の
最
も
顕
著
な
事
例
は
「
戦
略
的
国
有
企
業
改
組
」（「
抓
大
放
小
」
大
を

掴
み
、
小
を
放
つ
）
で
あ
る
。
政
府
が
大
部
分
の
国
有
企
業
経
営
か
ら
退
出
し
、
中
小
の
国
有
企
業
は
民

間
に
払
い
下
げ
た
。
国
務
院
国
有
資
産
監
督
管
理
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
中
央
政
府
が
直
接
管
理
す
る
国
有

企
業
は
二
〇
一
二
年
一
月
現
在
で
一
一
七
社
に
ま
で
減
少
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
国
有
企
業
の
存
在
感
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年

中
国
交
通
銀
行
や
工
商
銀
行
な
ど
国
有
商
業
銀
行
は
海
外
株
式
市
場
に
上
場
し
資
金
調
達
を
行
な
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
中
国
海
洋
石
油
が
米
石
油
会
社
の
ユ
ノ
カ
ル
を
買
収
す
る
と
い
う
疑
惑
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
は
国
有
食
品
大
手
の
中
糧
集
団
（
北
京
市
）
は
民
間
企
業
の
雄
と
さ
れ
た
蒙
牛
乳

業
（
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
）
の
筆
頭
株
主
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
有
企
業
の
活
躍
は
、
あ
と
で
も
述
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べ
る
よ
う
に
「
国
進
民
退
」（
国
有
企
業
が
進
出
し
、
民
間
企
業
が
退
出
す
る
）
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　
市
場
経
済
化
と
政
府
の
攻
防

一
九
七
八
年
以
降
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
の
経
済
発
展
は
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
経
済
特
区
や
沿
海
大
都

市
の
対
外
開
放
、
価
格
の
自
由
化
、
国
有
企
業
の
生
産
請
負
制
、
計
画
外
で
あ
っ
た
郷
鎮
企
業
の
登
場
な

ど
、
改
革
開
放
の
試
行
錯
誤
段
階
で
あ
っ
た
。
改
革
開
放
の
目
指
す
方
向
が
、
一
九
九
二
年
の
第
一
四
回

党
大
会
で
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
江
沢
民
・
朱
鎔
基
政
権
の
も
と
で

急
速
な
経
済
の
自
由
化
が
進
ん
だ
。
政
府
の
退
出
に
よ
っ
て
確
か
に
経
済
発
展
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
バ
ラ
ン
ス
（
協
調
）
問
題

で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
よ
り
発
足
し
た
胡
錦
濤
・
温
家
宝
政
権
は
科
学
的
発
展
観
、
五
つ
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
中
国
経
済
は
成
長
を
続
け
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
新
し

い
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
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市
場
経
済
は
市
場
の
失
敗
（
外
部
性
、
市
場
支
配
力
、
公
共
財
な
ど
）、
ま
た
発
展
の
過
程
で
は
所
得

分
配
の
不
平
等
を
も
た
ら
す
。
と
く
に
所
得
格
差
（
農
民
と
都
市
住
民
、
地
域
間
格
差
）
と
環
境
問
題
は

中
国
の
持
続
的
成
長
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
所
得
格
差
は
社
会
不
安
の
も
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
共

産
党
政
権
へ
の
不
満
の
土
壌
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
問
題
は
ガ
ン
の
村
（
工
場
廃
水
で
汚
染
さ
れ
た

土
壌
で
取
れ
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
部
農
村
で
は
ガ
ン
な
ど
の
疾
病
が
頻
繁
に
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
た
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
弱
者
（
と
く
に
農
民
）
へ
の
生
活
圧
力
に
も
な
り
う

る
。こ

の
よ
う
な
市
場
経
済
化
が
引
き
起
こ
し
た
負
の
側
面
に
対
し
て
政
府
は
市
場
に
対
し
て
退
出
で
は
な

く
再
度
関
与
を
始
め
た
。
社
会
安
定
を
口
実
に
市
場
経
済
化
に
対
す
る
流
れ
に
対
し
政
府
が
反
撃
を
始
め

た
の
で
あ
る
。

環
境
問
題
は
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
よ
り
資
源
節
約
や
排
水
排
気
に
つ
い
て
拘
束
性
の
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
の
主
導
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
解
決
が
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。
農
民
と
都
市

住
民
の
格
差
に
つ
い
て
も
共
産
党
中
央
文
件
が
三
農
問
題
の
解
決
を
重
視
し
て
お
り
、
政
府
主
導
に
よ
る

解
決
姿
勢
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
域
格
差
に
お
い
て
も
西
部
大
開
発
、
東
北
振
興
、
中
部
崛
起
と
い
っ

た
政
府
主
導
に
よ
る
格
差
解
決
が
目
指
さ
れ
た
。
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政
府
主
導
に
よ
る
経
済
関
与
を
決
定
づ
け
た
の
は
二
〇
〇
八
年
の
金
融
危
機
を
き
っ
か
け
に
行
わ
れ
た

四
兆
元
の
財
政
支
出
で
あ
っ
た
。
多
く
の
公
共
事
業
は
国
有
企
業
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
、「
国
進
民
退
」

現
象
が
現
れ
た
。
地
方
で
は
財
政
支
出
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
農
民
の
土
地
を
売
買
す
る

こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
拡
大
な
ど
の
財
源
捻
出
が
行
わ
れ
た
（
梶
谷
二
〇
一
一
）。
ノ
ー
ト
ン
（N

aughton 
2011

）
は
こ
の
よ
う
な
胡
錦
濤
政
権
に
お
け
る
政
府
の
進
出
を
「
新
し
い
国
家
行
動
主
義
（N

ew
 State 

A
ctivism

）」
と
呼
ん
だ
。

し
か
し
、
胡
錦
濤
政
権
下
に
お
け
る
政
府
の
再
進
出
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
し
た
と
は
い
え
な
い
（
三

浦
二
〇
一
〇
）。
む
し
ろ
格
差
や
環
境
に
つ
い
て
の
課
題
解
決
と
い
う
難
問
は
政
権
交
代
し
た
ば
か
り
の

習
近
平
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
政
府
が
退
出
を
渋
る
分
野
、
あ
る
い
は
守
り
つ
づ
け
る
分
野
は
人
の
管
理
で
あ
ろ
う
。「
以
人

為
本
（
人
を
基
本
と
す
る
）」
を
掲
げ
る
胡
錦
濤
前
政
権
は
皮
肉
に
も
戸
籍
制
度
の
改
革
や
計
画
生
育

（
一
人
っ
子
政
策
）
に
お
い
て
は
、
政
府
関
与
の
姿
勢
を
大
き
く
崩
し
て
い
な
い
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
劉
暁
波
は
依
然
拘
束
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
中
国

共
産
党
政
府
に
と
っ
て
政
権
の
安
定
と
人
の
管
理
は
最
も
譲
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

胡
錦
濤
政
権
の
左
傾
化
に
常
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
の
が
第
一
章
で
も
紹
介
し
た
呉
敬
璉
で
あ
る
。
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佐
々
木
智
弘
の
ブ
ロ
グ
は
二
〇
一
一
年
一
一
月

に
人
民
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
呉
敬
璉
の
政
府
批

判
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
呉
敬
璉
は
政
府

の
関
与
に
つ
い
て
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
。「

現
在
一
部
の
企
業
が
困
難
に
直
面
し
た
と

き
、
ま
ず
思
い
つ
く
こ
と
は
政
府
に
支
持
の
力

の
入
れ
具
合
を
拡
大
す
る
よ
う
希
望
す
る
こ
と

で
あ
る
。
長
期
的
、
全
局
的
角
度
か
ら
見
て
、

こ
れ
は
問
題
解
決
の
方
法
で
は
な
い
。
政
府
は

十
分
な
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
、
ま
た
は
執
行
す
る
官
員
に
よ
る
利
益
の

誤
っ
た
誘
導
に
よ
っ
て
、
政
府
の
政
策
は
個
別

企
業
や
個
別
産
業
に
有
利
に
傾
き
、
国
民
経
済

の
全
体
的
な
利
益
を
侵
し
て
き
た
。
政
府
は

表 10　改革の流れと政府の対応

1980年代の改革 1990年代の改革 2000年代の改革

キーパーソン 趙紫陽 失鎔基 胡錦涛

意志決定 慎重で合意形成的 トップダウン的 慎重な合意形成

改革の力点 市場原理を徐々に
導入

市場を支える制度
の強化

市場の失敗に対す
る政府介入

中心となる
分野 農業・工業 金融・規制緩和 内需，地域，環

境，社会保障など

市場経済の
ルール

個別ルールの適用
（請負制，双軌制
度）

ルールの統一化 政府によるルール
介入

競争促進政策 市場参入による競
争

国有企業改革（民
営化）

一部産業での国有
企業独占

権限・利益の
分配

分権化（放権譲
利） 再集権化 集権化

基本的性格 「敗者なき改革」 「敗者のいる改革」「勝者は政府官僚」

（出所）Naughton（2007）、p.91、Table 4.1、梶谷（2012）を参考に作成。
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『
守
』
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
産
業
を
確
定
し
『
特
殊
政
策
』
を
実
施
し
、
い
つ
も
業
界
を
大
騒
ぎ
さ
せ

た
。」政

府
が
退
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
の
自
由
な
経
済
競
争
が
可
能
と
な
っ
て
経
済
成
長
が
可
能
に

な
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
課
題
に
対
す
る
政
府
の
関
与
が
増
大
し
て
い
る
。
皮
肉
に
も
そ
の
課
題
は
中
国
の
政
府

が
退
出
し
て
い
な
い
分
野
で
発
生
し
て
い
る
。
課
題
は
政
府
関
与
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

４　
中
国
モ
デ
ル
再
論

本
来
、
市
場
経
済
に
お
け
る
政
府
の
役
割
と
は
、
公
共
財
を
提
供
す
る
、
外
部
経
済
に
対
応
す
る
、
市

場
制
度
（
と
く
に
私
有
財
産
権
）
を
法
律
で
保
証
す
る
、
景
気
の
安
定
を
図
る
、
所
得
の
再
分
配
を
行

う
、
と
い
う
分
野
に
限
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
大
部
分
に
お
い
て
市
場
経
済
化
が
進

み
、
民
間
で
は
自
由
競
争
と
市
場
取
引
が
普
及
し
て
お
り
、
政
府
が
関
与
す
る
部
分
が
大
き
く
減
少
し
て

き
た
。
こ
の
結
果
、
中
国
の
経
済
発
展
が
可
能
と
な
っ
た
。
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中
国
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
一
党
独
裁
体
制
と
い
う
専
制
的
な
政
府
の
も
と
で
、
民
間
に
お
い
て
は
徹
底

的
な
自
由
化
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
以
上
に
外
資
を
取
り
入
れ
、
開
放
的
な
経
済
に
な
っ

た
。
政
治
的
に
は
専
制
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
自
由
経
済
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
胡
錦
濤
政
権
発
足
以
前
の
中
国
で
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
主
張
す
る
新
自
由
主
義
が
広

が
っ
た
時
代
と
い
う
見
方
も
あ
る
（
ク
ラ
イ
ン
二
〇
一
一
）。
ち
な
み
に
彼
女
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ド
マ

ン
を
中
心
と
す
る
市
場
経
済
至
上
主
義
と
い
う
の
は
、
①
公
共
部
門
の
縮
小
、
②
企
業
活
動
の
自
由
化
、

③
社
会
保
障
支
出
の
縮
小
の
三
つ
を
柱
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
退
出
は
九
〇
年
代
の
江
沢
民
政
権

で
強
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
党
独
裁
体
制
下
に
お
け
る
徹
底
的
な
経
済
自
由
化
で
あ
る
。

こ
の
中
国
モ
デ
ル
は
歴
史
的
に
も
宋
朝
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
與
那
覇
（
二
〇
一

一
）
は
、
政
治
理
念
と
専
制
的
指
導
者
が
結
び
つ
く
政
治
体
制
の
も
と
で
、
自
由
な
市
場
経
済
が
発
展
す

る
こ
と
を
「
中
国
化
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
推
し
進
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
誰
も
が
受
け
入

れ
る
政
治
理
念
を
共
有
し
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
、
経
済
を
自
由
化
す
る
と
い
う
動
き
で

あ
る
。
こ
れ
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
研
究
で
は
、
宋
朝
時
代
の
中
国
に
す
で
に
実
現
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
他
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
も
、
中
国
の
専
制
＋
自
由
経
済
と
い
う
モ
デ
ル
は
封
建
制
の
復
活
と
み
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る
も
の
も
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
国
家
主
席
を
皇
帝
と
見
立
て
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
封
建
的
で

あ
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
村
（
二
〇
〇
五
）
は
中
国
の
現
在
の
状
況
を
「「
官
」
が
政
治

を
独
占
し
、
徴
税
を
通
じ
て
「
民
」
の
経
済
活
動
と
共
存
し
て
い
た
、
伝
統
的
な
王
朝
支
配
の
政
治
と
経

済
の
関
係
が
復
活
し
た
の
だ
と
理
解
す
れ
ば
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
」（
北
村
二
〇
〇
五
、
二
二
―
二
三
）

と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
歴
史
研
究
を
も
踏
ま
え
る
と
、
中
国
の
一
党
独
裁
体
制
化
で
公
有
制
を
柱
と
し
て
外
資

導
入
、
自
由
化
を
図
る
と
い
う
中
国
モ
デ
ル
は
、
す
で
に
昔
か
ら
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
珍
し
い

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
政
府
の
経
済
に
対
す
る
か
か
わ
り
で
あ
る
。「
中
国

の
伝
統
に
従
え
ば
、
官
僚
と
は
政
治
権
力
を
元
手
に
利
殖
を
図
る
存
在
で
あ
り
、「
民
」
も
「
官
」
に
賄

賂
を
贈
り
、
経
済
活
動
へ
の
便
宜
供
与
を
勝
ち
取
る
の
で
あ
る
」（
北
村
二
〇
〇
五
、
二
三
）。

中
国
政
府
は
一
党
独
裁
と
い
う
そ
の
独
占
的
立
場
を
利
用
し
、
発
生
し
た
利
潤
を
維
持
・
追
求
す
る

（
い
わ
ゆ
る
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
）
存
在
に
も
な
っ
て
い
る
。
官
僚
と
一
部
民
間
（
中
国
の
場
合
は
国
有

企
業
）
が
結
託
し
て
、
独
占
的
な
利
潤
を
配
分
す
る
と
い
う
の
は
、
腐
敗
で
あ
り
汚
職
で
あ
る
。
中
国
で

は
政
府
と
民
間
の
癒
着
に
よ
る
腐
敗
が
、
官
民
格
差
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
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一
方
で
こ
の
腐
敗
は
世
界
的
な
も
の
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
新
自
由
主
義
の
広
が
り
は
、
逆
に
国
家

と
一
部
企
業
の
癒
着
を
生
ん
で
い
る
と
し
、
各
国
で
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
と
ク
ラ
イ
ン
（
二

〇
一
一
）
は
い
う
。
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
（
二
〇
一
一
）
は
こ
れ
を
「
政
治
権
力
を
持
つ
政
府
と
巨
大
企
業

の
癒
着
に
よ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
中
国
モ
デ
ル
は
中
国
史
と
い
う
時
間
軸
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う

空
間
軸
に
お
い
て
も
そ
ん
な
に
特
殊
な
存
在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
経
済
発
展
の
秘
密

を
、
中
国
モ
デ
ル
と
し
て
中
国
の
特
殊
性
を
は
や
し
立
て
る
の
で
は
な
く
、
九
〇
年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た

自
由
経
済
化
、
す
な
わ
ち
「
政
府
の
退
出
」
が
中
国
の
経
済
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ

る
意
味
「
普
通
の
」
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
が
抱
え
る
環
境
、
社
会
保
障
、
格
差
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
は
「
政
府
の
退
出
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
成
長
と
課
題
は
、
政
府
の
退

出
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
中
国
経
済
の
表
情
の
一
部
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

中
国
経
済
の
今
後
の
発
展
を
占
う
に
は
、
政
府
が
ど
の
よ
う
に
経
済
か
ら
退
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
結
局
、
中
国
経
済
の
理
解
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
政
府
が
ど
の
よ
う
に
退
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
な
の
で
あ
る
。


